
現在、世界では人口増加や経済発展により、水使用量は
増加の一途をたどっています。また、深刻化する気候変動（地
球温暖化）は水資源とも密接につながっており、地域的な降
水量の変化や洪水・干ばつなどの異常気象をもたらします。
世界資源研究所（WRI）が公開する、世界各地の水リスク

を示したマップ「Aqueduct�Water�Risk�Atlas」では、水リ
スクの高い国として以下の17か国が特定されており、その
中にはヤクルトが生産や販売を行っている国もあります。

日本における取り組みの例

グローバルで水使用量の削減と排水の適正管理を推進しています。

ヤクルトは、各生産拠点の近隣河川や生態系への影響、
水災などの水リスクを知る必要があると考え、2017年か
ら外部機関による調査を進めています。2020年3月には、
WRIが開発した水リスク評価ツールAqueductを用いて全生
産拠点を調査しました。（右表）
調査結果をベースに各生産拠点の実態把握を進め、生産
活動の見直しや方針策定に反映させていきます。

メキシコヤクルトのグアダラハラ工場では、乳製品の均質化を行う設備の冷却方法を見
直したところ、2018年度の水使用量は前年の半分以下の1,464m3減となり、大幅に削減
することができました。
イスタパルカ工場では、排水処理水を工場の緑地への散水に再利用して、水使用量の
削減を図っています。2019年度は月平均775m3、年間合計9,300m3を散水しました。

ブラジルヤクルト�ロレーナ工場では、第三工場と福利厚生場の排水処理水を水洗トイレ
へ再利用する工事を進めています。これにより水使用量の大幅な削減を見込んでいます。

ヤクルト類等のアルミキャップを閉じる工程で使用する装置
は、熱をもちやすいため通水で冷却しており、一定の水を
使用せざるを得ませんでした。そこで、2019年度は冷却に
使う水を循環できる設備を導入して、水使用量の削減を図っ
ています。
また、一部工場では空調設備の室外機を散水することで
冷却していますが、2019年度は、この散水量や散水時間、
ノズル形状を見直し、運転効率を維持したまま水使用量を
削減しました。

工場が河川等周辺の自然環境に与える影響を認識し、河
川に輸送車両から漏れた油類が流出する等の不測の事態に
も備えるために、緊急時対応の教育訓練を年に1回以上実
施し、体制強化や意識向上を図っています。

全工場において、法規制よりも厳しい自主基準を定め排水
管理を行っています。
排水は、各工場の排水処理施設や、ヤクルト容器に棲み

つく微生物の力を利用した「A&G水浄化システム」で適正に
処理した後、下水道や河川に放流しています。

水は、私たちの暮らしを支えるかけがえのない資源の一つです。ヤクルトでは、商品の原材料として水を
使用しており、工場の設備の洗浄や冷却、殺菌のためにも水は欠かせません。
ヤクルトの水使用の全体像や、国内外で取り組んでいる水資源の保全活動をご紹介します。

TOPIC　上水道異常時に近隣住民に工場用水を無償提供（フィリピンヤクルト）
各生産拠点では、説明会などの機会を通じて地域の皆さまに
排水管理の状況などをご説明しており、地域住民の皆さまと
密なコミュニケーションを図っています。天災時に地域の皆さ
まのお役に立てるよう備えている生産拠点もあります。

例として、フィリピンヤクルトのカランバ工場では、上水道異
常発生時に工場用水を無償で地域の皆さまに生活用水として提
供する仕組みを整えています。上水道設備の不備が多く、断水・
濁水がしばしば発生するこの地域において、地域の皆さまの
安全・安心な生活に貢献しています。

設備の冷却方式の見直しと排水処理水の散水への利用で
水使用量を削減（メキシコヤクルト）

排水処理水を水洗トイレに利用（ブラジルヤクルト）

設備の更新や運用の見直しで水使用量を削減

緊急時対応の教育訓練

厳しい自主基準のもと排水を管理

世界の水リスクの現状

水リスク調査の実施

海外における取り組みの例

排水処理水を
運ぶ水管
（ブラジルヤクルト）

貢献するSDGs
6・12：生産における水の有
効利用と排水の水質管理を徹
底し、水資源を保全します。
13：気候変動にともなう水リ
スクについて対策を講じます。

水リスクの高い国（Aqueduct Water Risk Atlas）
❶カタール　❷イスラエル　❸レバノン　❹イラン　❺ヨルダン　
❻リビア　❼クウェート　❽サウジアラビア　❾エリトリア　�
❿アラブ首長国連邦（UAE）　⓫サンマリノ　⓬バーレーン　⓭インド　
⓮パキスタン　⓯トルクメニスタン　⓰オマーン　⓱ボツワナ

（リスクが高い順に記載）
●：ヤクルトが販売活動を行っている国
■：ヤクルトが生産・販売活動を行っている国

■ ヤクルト生産拠点の水リスク評価 
（2019年度調査：Baseline Water Stress）

エリア 生産拠点数 うち水リスクが
「非常に高い」

うち水リスクが
「高い」

日　本 12 0 0
海　外 27 1 10

■水使用量（2019年度）
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■日本の本社工場・ボトリング会社での水使用量と生産原単位の推移

ヤクルトの水資源保全活動

ヤクルトの生産拠点では、水資源保全のためにさまざまな
取り組みを行っていますが、主なポイントは以下の2つです。
❶�水の再利用や生産工程の 

見直しによる 
水使用量の削減

❷�厳しい自主排水基準や 
独自のA&G水浄化システムによる 
排水の適正管理

1,663千㎥日本12工場

4,422千㎥海外27工場
※韓国ヤクルト3工場の水使用量は推測値

水リスク調査結果も
考慮しながら、取り組みを
深化させていくよ！

■「A&G水浄化システム」の構造

①流入水
②原水ポンプ槽
③流量調整槽
④ヤクルトろ材
⑤⑥⑦接触酸化槽
⑧沈殿槽
⑨放流（消毒）槽
⑩返送汚泥
⑪放流水

排水処理施設内の接触酸化槽にランダムに詰め込んだ
ヤクルトろ材の内外面に多種・多数の微生物が棲みつ
き、水質汚濁の原因となる有機物を分解消化します。

W E B ��CSR活動�>�環境�>�水資源の保全�>�ヤクルト容器で水浄化
https://www.yakult.co.jp/csr/environment/water/
index.html

※��原単位算出時の水使用量は、本社工場は化粧品工場と医薬品工場を除い
た5工場を集計範囲としています。

排水処理水を緑地
への散水に利用
（メキシコヤクルト）

福島工場の近隣に流れる阿武隈川（上流）
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特集3 環境　 ー 　限りある水資源を守るために

https://www.yakult.co.jp/csr/environment/water/index.html

